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は
じ
め
に

明
治
十
年
代
後
半
か
ら
明
治
二
十
年
代
に
か
け
て
の
森
有
礼
文
相
時
代
、
文
部
省

は
全
国
に
学
事
巡
視
を
実
施
し
、
各
地
の
実
態
を
調
査
す
る
と
共
に
、
諸
学
校
令
並

び
に
そ
れ
に
関
す
る
細
則
な
ど
に
つ
い
て
示
諭
し
、
国
民
国
家
の
形
成
を
見
据
え
て

教
育
普
及
の
啓
蒙
を
図
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
森
有
礼
は
文
部
省
御
用

掛
時
代
か
ら
文
部
大
臣
時
代
の
五
年
足
ら
ず
の
間①
に
、
十
日
以
上
に
及
ぶ
長
期
学
事

巡
視
を
六
回
実
施
し
て
い
る②
。
そ
し
て
、
巡
視
の
途
次
各
地
で
知
事
・
郡
区
長
・
学

務
委
員
・
戸
長
・
校
長
・
教
員
等
を
集
め
て
演
説
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
多
く

は
『
新
修
森
有
礼
全
集③
』
第
二
巻
「
教
育
二
（
演
説
）」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。（
以
下

『
新
修
森
有
礼
全
集
』
を
『
新
修
』、『
森
有
礼
全
集④
』
を
『
全
集
』
と
略
し
て
記
す
）
先
行
研

究
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
こ
の
演
説
内
容
か
ら
森
の
文
教
理

念
及
び
方
針
等
を
取
り
出
す
形
で
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
表
題
の
よ
う
に
、
そ

の
足
跡
そ
の
も
の
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
、
管
見
で
は
見
当
た

ら
な
い
。

本
稿
は
、
森
の
長
期
学
事
巡
視
の
行
程
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
第
一
の

目
的
と
し
、
更
に
、
学
事
巡
視
に
際
し
て
森
が
意
図
し
た
も
の
は
何
か
、
巡
視
の
過

程
で
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
生
じ
て
い
た
の
か
を
、
具
体
的
に
探
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
森
の
学
事
巡
視
構
想
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
上
で
、
長

期
学
事
巡
視
の
行
程
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
．
森
有
礼
の
学
事
巡
視
構
想

森
は
、一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
一
二
月
文
部
大
臣
就
任
の
直
後
か
ら
省
内
の
大

改
局
に
取
組
み
、
大
人
事
異
動
を
行
っ
て
視
学
部
を
発
足
さ
せ
「
府
県
ヲ
五
部
ニ
分

チ
テ
各
々
一
部
ヲ
担
任
シ
、
其
学
事
ヲ
視
察
シ
テ
文
部
大
臣
ニ
具
申
ス
ル
コ
ト
ヲ
掌

ラ
シ
メ
、
視
学
部
ニ
属
官
若
干
人
ヲ
附
シ
事
務
ニ
服
セ
シ
ム⑤
」
と
し
、
翌
年
三
月
九

日
各
地
方
部
と
担
当
視
学
官
を
決
め
た
。
こ
の
学
事
巡
視
は
森
文
政
期
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
明
治
六
年
か
ら
十
八
年
ま
で
に
五
十
八
回
実
施
さ
れ
て
い
る⑥
。
こ

の
内
明
治
一
四
年
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
の
巡
視
は
、
自
由
民
権
運
動
へ
の
政
府
の

対
策
の
一
環
と
し
て
、
教
育
界
で
の
自
由
民
権
運
動
の
実
態
把
握
を
目
的
の
一
つ
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た⑦
。
森
は
そ
う
し
た
政
治
的
な
対
応
と
は
一
線
を
画
し
、
学
事
巡

視
を
よ
り
制
度
的
に
強
化
し
、
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
全
国
レ
ベ
ル
で

の
国
民
へ
の
啓
蒙
と
教
育
の
普
及
促
進
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
念
に

つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、『
文
部
省
第
十
三
年
報
（
明
治
十
八
年
分
）』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
次
の
史
料
が
最
も
端
的
に
そ
れ
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う⑧
。

　
 

教
育
ノ
期
ス
ル
所
遠
ク
シ
テ
且
ツ
広
シ
、
其
好
結
果
ヲ
収
メ
ン
ト
欲
セ
ハ
徒
ニ

法
令
条
規
ヲ
布
シ
テ
以
テ
足
レ
リ
ト
セ
ス
、
必
ヤ
施
設
ノ
実
況
ヲ
督
察
シ
其
利

害
得
喪
ヲ
考
ヘ
、
以
テ
着
実
ニ
其
歩
ヲ
進
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
是
視
学
ノ
学
政

上
欠
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
所
以
ナ
リ

こ
の
史
料
か
ら
、
森
は
、
教
育
行
政
の
根
本
に
学
事
巡
視
を
置
い
て
い
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。

森
有
礼
の
学
事
巡
視

―
そ
の
行
程
を
め
ぐ
っ
て

―

鎌　
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子
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そ
れ
で
は
次
に
、
視
学
官
の
任
務
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
鈴
木
博
雄
の
「
文

部
省
視
学
官
の
学
事
視
察
に
関
す
る
一
考
察
―
初
代
文
部
省
視
学
官
中
川
元
の
巡
視

日
記
を
手
掛
か
り
と
し
て
―
」
に
よ
れ
ば
、
①
諸
学
校
令
並
び
に
そ
れ
に
関
す
る
細

則
な
ど
に
つ
い
て
の
示
諭
協
議
、
②
地
方
教
育
会
の
結
成
を
奨
励
、
③
各
担
当
部
内

の
学
事
巡
視
、
の
三
点
を
そ
の
任
務
と
し
て
挙
げ
て
い
る⑨
。
ま
た
、
第
一
地
方
部
担

当
野
村
視
学
官
は
、「
小
学
校
ノ
完
全
ナ
ル
ト
ハ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
指
ス
カ
ト
ナ
レ

ハ
、
経
済
ヲ
上
手
ニ
シ
テ
児
童
ノ
教
育
ハ
充
分
行
届
ク
ヲ
謂
フ
ナ
リ
、
即
一
口
ニ
之

ヲ
言
ヘ
ハ
、
費
用
ハ
少
ク
シ
テ
教
育
ノ
行
届
ク
ヲ
謂
フ
ナ
リ
・
・
・
・
・
其
方
ト
ハ

何
ソ
、
一
ハ
教
員
其
人
ヲ
得
ル
ニ
在
リ⑩
」
と
語
っ
て
い
る
。
学
校
経
済
に
関
す
る
発

言
は
、
森
が
学
事
巡
視
の
演
説
の
中
で
述
べ
て
い
る
こ
と
と
全
く
主
旨
が
一
致
し
て

お
り
、
文
部
官
僚
を
通
し
て
森
の
文
教
思
想
が
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

し
か
し
、
森
文
政
期
の
学
事
巡
視
は
、
視
学
官
と
文
部
大
臣
だ
け
で
実
施
し
た
も

の
で
は
な
い
。『
文
部
省
第
十
四
年
報
（
明
治
十
九
年
分
）』
〜
『
文
部
省
第
十
六
年
報

（
明
治
二
十
一
年
分
）』
の
「
地
方
視
学
」
に
は
、
高
等
師
範
学
校
長
に
は
各
府
県
の
尋

常
師
範
学
校
へ
の
、
高
等
中
学
校
長
や
教
諭
等
に
は
各
地
方
部
の
尋
常
中
学
校
及
び

小
学
校
等
へ
の
巡
視
を
命
じ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

森
を
ト
ッ
プ
と
し
て
、
視
学
官
、
更
に
現
場
の
教
員
と
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
構
想
の

上
に
学
事
巡
視
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
察
す
る
。

そ
れ
で
は
次
節
か
ら
、
実
際
に
具
体
的
な
森
の
巡
視
行
程
に
つ
い
て
見
て
い
く
事

に
し
よ
う
。二

．
近
畿
・
四
国
・
中
国
地
方
へ
の
学
事
巡
視

森
が
文
部
省
御
用
掛
時
代
に
実
施
し
た
近
畿
・
四
国
・
中
国
地
方
へ
の
学
事
巡
視

に
つ
い
て
、
そ
の
行
程
を
図
―
1
に
表
し
た
。
本
節
で
は
、
こ
の
図
の
矢
印
に
沿
っ

て
順
次
内
容
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

森
に
随
行
し
た
の
は
文
部
権
少
書
記
官
吉
村
寅
太
郎
・
同
御
用
掛
青
木
保
・
属
官

二
名
で
、
明
治
一
八
年
四
月
八
日
東
京
を
発
っ
て⑪
神
戸
に
入
港
し
、
四
月
一
二
日
大

阪
入
り
し
て
い
る
。
直
ち
に
大
阪
四
区
内
及
び
堺
区
内
の
諸
学
校
を
巡
視
、
そ
の
後

尼
崎
中
学
校
を
巡
視
し
て
大
阪
に
戻
り
、
四
月
一
九
日
大
阪
商
法
会
議
所
に
於
て
演

説
を
な
し
、
京
都
に
向
か
っ
て
い
る
。
京
都
で
は
四
日
間
滞
在
し
て
各
学
校
・
盲
唖

院
等
を
巡
視
後
、
滋
賀
県
へ
入
り
四
月
二
三
日
大
津
商
工
会
議
所
に
於
て
演
説
、
彦

根
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
引
き
返
し
て
伏
見
桃
山
城
跡
で
大
学
地
所
を
一
見
し
て
四
月

二
六
日
大
和
地
方
に
向
か
っ
て
い
る
。
大
和
地
方
に
於
け
る
巡
視
行
程
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
朝
日
新
聞
の
明
治
一
八
年
五
月
三
日
号
に
「
吉
野
郡
六
田
小
学
校
に
到

ら
れ
し
と
き
、
同
校
在
勤
の
助
教
筏
谷
久
蔵
氏
の
授
業
に
勉
め
教
育
に
熱
心
な
る
事

を
見
聞
せ
ら
れ
、
金
若
干
円
を
贈
り
て
感
賞
の
意
を
表
せ
ら
れ
し
よ
し
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
吉
野
ま
で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
大
和
地
方
諸
学
校
の
巡
視

を
終
え
た
森
は
、
五
月
一
日
再
度
大
阪
に
入
り
、
造
幣
局
・
砲
兵
工
廠
等
を
訪
れ
、

そ
の
後
兵
庫
県
へ
向
か
い
、
五
月
六
日
神
戸
常
磐
中
店
で
教
育
並
び
に
商
業
上
に
関

す
る
演
説
を
な
し
、
翌
七
日
市
内
の
学
事
巡
視
を
行
っ
て
、
午
後
八
時
出
航
の
出
雲

丸
に
て
高
知
に
向
か
い
出
発
し
て
い
る
。

五
月
八
日
夜
に
高
知
孕
潟
に
着
し
た
森
は
、約
一
週
間
高
知
県
に
滞
在
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
が
、
図
―
1

に
示
し
た
通
り
精
力
的
な
巡
視
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
五
月
一
五
日
出
雲
丸
に

て
出
航
し
、
徳
島
県
勝
浦
郡
小
松
島
浦
村
に
到
着
し
て
、
こ
れ
よ
り
徳
島
、
愛
媛
の

巡
視
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
徳
島
で
も
高
知
同
様
に
各
学
校
を
巡
視
し
、
他
に
公
会

堂
・
県
庁
・
監
獄
署
等
も
巡
覧
し
て
い
る
。
そ
の
後
高
松
に
向
か
う
が
、
そ
の
途
中
、

板
野
郡
奥
野
村
養
徳
小
学
校
を
巡
視
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
次
の
目
的
地
に
向

か
う
途
次
、
沿
道
の
小
学
校
へ
立
ち
寄
り
巡
視
を
し
な
が
ら
行
程
を
進
め
る
と
い
う

事
が
、
森
の
長
期
学
事
巡
視
で
は
各
地
で
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
五
月
二
〇
日
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「
図
－
1」　

森
有
礼
の
学
事
巡
視
行
程
図
（
Ⅰ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
畿
・
四
国
・
中
国
地
方
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に
高
松
に
着
し
、
直
ち
に
市
街
の
各
小
学
校
を
巡
視
し
、
五
月
二
五
日
に
は
松
山
で

師
範
学
校
・
中
学
校
・
各
小
学
校
等
を
巡
視
、
二
六
日
に
広
島
県
へ
向
け
出
発
し
て

い
る
。

広
島
県
内
で
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
管
見
に
お
い
て
史
料
が
全
く
な
く
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
山
陽
新
報
の
明
治
一
八
年
五
月
三
〇
日
号
に
「
備
後
福
山
よ
り
本
日
来

岡
せ
ら
る
ヽ
由
」
と
あ
る
か
ら
、
広
島
県
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
岡
山
県
に
は
一
日
遅
れ
て
五
月
三
一
日
に
到
着
し
た
。
岡
山
の
学
校
を

巡
視
後
、讃
岐
丸
に
て
神
戸
に
着
い
た
の
は
六
月
三
日
で
あ
る
。
翌
日
大
阪
に
入
り
、

七
日
京
都
府
立
中
学
校
転
校
式
に
出
席
し
て
、
午
後
神
戸
に
向
か
い
、
翌
八
日
新
東

京
丸
に
て
帰
京
の
途
に
つ
き
、
九
日
午
後
四
時
、
六
四
日
間
に
及
ぶ
学
事
巡
視
を
終

え
て
帰
京
し
た
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
本
節
の
学
事
巡
視
に
於
け
る
特
筆
す
べ
き
事
項
を
、
い
く
つ

か
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
こ
の
時
の
巡
視
で
は
、
文
部
省
御
用
掛
と
し
て
次
の
㋐
〜

㋒
の
任
務
を
負
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

㋐
各
県
の
教
育
費
削
減
の
実
施
方
法
の
調
査
。
並
び
に
学
務
委
員
の
給
料
を
廃
止

す
る
か
ど
う
か
現
場
の
意
見
調
査
。
こ
れ
に
付
い
て
は
、
四
月
十
二
日
神
戸
か
ら
文

部
卿
に
送
っ
た
電
報
の
中
で
「
兵
庫
縣
ハ
教
育
ニ
付
大
イ
ニ
経
済
ヲ
立
費
用
ヲ
減
ス

ル
ノ
見
込
ミ
ア
リ
、
但
学
務
委
員
給
料
ハ
決
シ
テ
廃
止
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
セ
リ
、
右
ノ

旨
内
務
大
蔵
両
卿
ヘ
御
通
知
ア
リ
タ
シ⑫
」
と
報
告
し
て
い
る
。
他
に
も
大
阪
・
京
都
・

滋
賀
に
つ
い
て
も
同
様
の
電
文
が
打
電
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
相
当

意
識
し
て
の
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

㋑
文
部
省
で
有
用
な
人
物
調
査
。
こ
れ
に
付
い
て
は
、
五
月
十
六
日
付
徳
島
か
ら

出
し
た
文
部
卿
大
木
喬
任
宛
書
簡⑬
に
「
教
育
家
と
稱
す
る
に
見
る
へ
き
之
人
物
未
タ

多
く
見
當
り
不
申
甚
た
遺
憾
之
至
御
座
候
、
但
其
中
兵
庫
縣
学
務
課
長
久
保
某
ハ
普

通
教
育
上
具
眼
之
有
力
者
と
見
受
申
候
ニ
付
、
一
應
東
京
へ
御
呼
出
親
し
く
其
意
見

を
御
聞
取
相
成
候
ハ
ゝ
御
便
利
不
少
」
と
あ
り
、
文
部
省
で
採
用
す
る
有
用
な
人
物

を
調
査
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

㋒
地
方
政
治
情
勢
と
教
育
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
調
査
。
前
掲
書
簡
に
は
更
に

「
高
知
に
て
板
垣
片
岡
其
外
自
由
黨
ト
ヤ
ラ
ノ
中
重
立
候
人
物
緩
々
面
會
仕
候
處
、政

黨
心
を
教
育
上
ニ
及
ボ
ス
コ
ト
不
可
ナ
リ
ト
申
迄
ニ
は
充
分
承
知
為
致
置
候
、
彼
等

専
握
之
共
立
学
校
之
義
ニ
付
而
も
前
途
困
苦
且
右
之
理
由
ニ
よ
り
何
ト
カ
善
キ
工
夫

付
ケ
呉
候
様
ニ
ト
内
情
依
頼
之
次
第
有
之
ニ
付
一
寸
御
含
ま
て
申
添
候
」
と
あ
る
。

政
治
と
教
育
の
分
離
は
森
の
一
貫
し
た
主
張
で
も
あ
る
が
、
こ
の
巡
視
で
は
、
実
際

に
民
権
家
た
ち
と
面
会
す
る
こ
と
で
そ
の
実
現
を
図
る
と
い
う
任
務
も
帯
び
て
い
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
但
し
、
他
所
に
於
い
て
巡
視
の
途
次
自
由
民
権
派
と
面
会
し
た

記
述
は
、
管
見
に
於
い
て
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
こ
の
巡
視
で
は
、
事
前
の
通
達
な
し
に
飛
び
込
み
訪
問
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
現
場
の
実
情
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
大
阪
四
区
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
明
治
十
八
年
四
月
十
二
日
付
で
大
阪

府
東
区
役
所
学
務
掛
か
ら
、
管
内
の
四
学
校⑭
及
び
第
九
学
区
の
学
務
委
員
に
あ
て
た

公
文
書
が
残
存
し
て
い
る⑮
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
文
部
省
御
用
掛
参
事
院
議
官
森
有

礼
、
明
十
三
日
よ
り
突
然
巡
視
可
相
成
候
ニ
付
、
其
心
得
可
有
之
区
長
ノ
命
ニ
ヨ
リ

此
段
及
御
通
達
候
也
」
と
あ
り
、
し
か
も
欄
外
に
「
大
至
急
即
刻
夫
々
通
知
ノ
事
」

と
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、現
場
の
慌
て
振
り
が
窺
え
よ
う
。
森
の
飛
び
込
み
訪
問
は
、

現
場
に
と
っ
て
本
当
に
予
期
せ
ぬ
出
来
事
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
翌
日
も
同
様
の
趣
旨

の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
各
学
校
で
は
、
準
備
は
出
来
な
い
ま
で
も

通
達
の
如
く
有
る
程
度
の
事
前
心
得
は
出
来
た
事
に
な
り
、
実
態
を
観
察
す
る
上
で

予
告
な
し
の
巡
視
が
有
効
策
で
あ
る
と
い
う
森
の
意
図
は
、
多
少
空
振
り
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
九
州
地
方
に
於
け
る
巡
視
中
に
も
、「
突
然
適
宜
に
臨
場
す

る
に
よ
し
な
り⑯
」
の
記
事
が
あ
り
、
森
の
意
志
と
し
て
は
そ
う
し
た
調
査
の
ス
タ
イ

ル
は
一
貫
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
最
も
長
期
の
巡
視
で
あ
っ
た
九
州
地
方
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
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と
に
す
る
が
、
実
は
、
九
州
地
方
に
行
く
前
に
山
口
・
石
川
へ
の
巡
視
が
計
画
さ
れ
、

明
治
一
九
年
六
月
二
四
日
付
け
で
公
文
書
が
出
さ
れ
て
い
る⑰
。
し
か
し
、
七
月
一
三

日
森
の
父
有
恕
死
去
の
為
中
止
と
な
り
、
辻
新
次
文
部
次
官
が
代
行
し
て
い
る
。

三
．
九
州
地
方
へ
の
学
事
巡
視

本
節
で
は
、文
部
大
臣
時
代
最
初
の
長
期
学
事
巡
視
で
あ
る
九
州
地
方
に
つ
い
て
、

そ
の
行
程
を
図
―
2
に
表
し
た
。
こ
の
巡
視
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』
第
一
巻
「
森　

有
禮
年
譜⑱
」
に
大
ま
か
な
行
程
の
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
た

め
、
各
訪
問
先
の
地
方
新
聞
を
中
心
に
資
史
料
類
か
ら
の
情
報
を
加
え
、
よ
り
精
密

な
行
程
図
を
作
成
し
た
。
こ
の
図
の
矢
印
に
沿
っ
て
森
の
足
跡
を
追
っ
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。

明
治
一
九
年
一
二
月
二
五
日
、
森
は
秘
書
官
木
場
貞
長
・
文
部
属
弘
中
格
・
同
飯

澤
耿
介
・
執
事
武
島
定
二
郎
を
伴
っ
て
横
浜
を
出
航
、
九
州
地
方
の
巡
視
に
先
立
っ

て
京
都
に
立
ち
寄
り
、
一
二
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
第
三
高
等
中
学
校
の

用
地
検
分
を
行
っ
て
い
る
。
山
城
国
葛
野
郡
谷
口
村
、
愛
宕
郡
紫
竹
大
門
村
、
同
郡

吉
田
村
の
三
ケ
村
を
実
地
検
分
し
、
吉
田
村
を
可
と
し
て
い
る⑲
。
森
は
、
翌
年
北
陸
・

近
畿
地
方
（
第
三
地
方
部
）
へ
の
巡
視
の
際
、
再
度
こ
の
地
を
訪
れ
建
設
工
事
を
一
覧

し
、
主
任
に
指
示
を
与
え
て
い
る⑳
。
こ
の
用
地
に
関
し
て
、
明
治
二
一
年
四
月
二
六

日
付
で
地
所
受
領
の
報
告
書
「
京
都
府
下
愛
宕
郡
吉
田
村
地
内
官
民
有
地
五
万
弐

百
八
拾
九
坪
壱
合
七
勺
ハ
当
省
所
轄
第
三
高
等
中
学
校
建
築
敷
地
ト
シ
テ
必
要
ニ
付

当
省
ヘ
領
収
シ
・
・
・㉑
」
が
文
部
大
臣
森
有
礼
か
ら
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
へ
提
出
さ

れ
て
い
て
、
文
末
欄
外
に
「
五
月
一
日
総
理
大
臣
差
免
了
」
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
用
地
に
、
明
治
二
十
二
年
第
三
高
等
中
学
校
が
創
建
さ
れ
京
都
大
学

の
前
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
九
州
地
方
の
順
路
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
明
治
二
〇
年
一
月

一
日
森
一
行
は
長
崎
に
着
港
し
、
当
日
師
範
学
校
生
徒
の
体
操
を
一
覧
。
翌
日
武
雄

に
入
っ
た
が
学
校
が
休
み
の
為
滞
在
。
そ
の
後
武
雄
小
学
校
を
巡
視
し
て
有
田
へ
入

り
、
高
等
・
尋
常
各
小
学
校
巡
視
し
て
い
る
。
こ
の
時
有
田
小
学
校
に
於
て
、
小
学

校
通
学
貧
生
徒
の
学
識
あ
る
者
一
名
に
、
全
課
卒
業
迄
の
学
費
を
寄
付
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
い
る㉒
。
ち
な
み
に
森
は
、
同
年
七
月
「
森
有
礼
寄
付
金
」
を
設
立
し
た
。

金
三
千
円
を
五
カ
年
賦
に
て
五
箇
の
高
等
中
学
校
の
品
行
方
正
で
学
力
優
秀
且
つ
貧

困
生
徒
の
為
に
文
部
省
へ
寄
付
す
る
と
し
、
文
部
省
で
そ
の
細
則
が
決
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
有
田
小
学
校
で
の
約
束
が
端
を
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
巡
視
行
程
の
検
討
に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。
森
は
有
田
か
ら
武
雄
に
戻
り
、

一
月
六
日
佐
賀
に
到
着
。
予
定
で
は
佐
賀
市
街
の
み
の
巡
視
で
あ
っ
た
が
、
郡
長
の

申
請
に
よ
り
養
父
郡
観
光
小
学
校
と
基
肄
郡
田
代
小
学
校
の
巡
視
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
一
月
九
日
に
は
太
宰
府
に
泊
ま
り
、
翌
日
福
岡
入
り
し
て
い
る
。
福
岡
の
巡

視
を
終
え
て
久
留
米
、
山
鹿
を
経
て
一
月
一
五
日
熊
本
に
到
着
し
、
一
九
日
に
出
発

す
る
ま
で
、
図
―
2
に
示
し
す
通
り
精
力
的
な
巡
視
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
宇
土
か
ら
三
角
港
へ
出
て
船
で
鹿
児
島
へ
向
か
う
が
、
途
中
時
化
の
た
め
長

島
の
加
世
堂
に
仮
宿
し
、
阿
久
根
に
着
後
、
更
に
船
で
川
内
に
入
り
人
力
車
に
乗
り

換
え
、
一
月
二
三
日
鹿
児
島
に
到
着
し
て
い
る
。
鹿
児
島
は
森
の
故
郷
で
あ
り
、
そ

の
上
大
臣
と
し
て
帰
郷
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
の
動
き
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
だ
が
、
宿
泊
先
が
易
居
町
本
田
省
三
方
で
あ
る
こ
と
と
、
二
五
日
に
鹿
児
島
で

演
説
を
し
て
い
る
こ
と
等
が
判
明
し
て
い
る
ほ
か
、
巡
視
学
校
名
等
は
管
見
に
お
い

て
不
明
で
あ
る
。
二
八
日
に
鹿
児
島
発
小
蒸
気
船
で
加
治
木
へ
向
か
い
一
泊
し
て
、

翌
日
都
城
で
更
に
一
泊
、
三
〇
日
宮
崎
に
到
着
し
て
い
る
。
二
月
二
日
鹿
児
島
に
帰

着
す
る
ま
で
の
間
、
宮
崎
に
於
て
の
巡
視
先
も
不
明
で
あ
る
。
鹿
児
島
に
は
四
日
ま

で
滞
在
し
長
崎
に
向
か
う
筈
で
あ
っ
た
が
、
予
定
を
変
更
し
て
駿
河
丸
に
て
沖
縄
に

向
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
熊
本
新
聞
明
治
二
〇
年
二
月
一
日
号
の
「
目

下
滞
在
中
な
る
相
良
沖
縄
県
尋
常
師
範
学
校
長
が
、
是
非
今
回
の
巡
回
を
幸
ひ
沖
縄
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「図－ 2」　森有礼の学事巡視行程図（Ⅱ）
九州地方（第 5地方部）
1886 年（明治 19）12 月 25 日～ 1887 年（明治 20）3 月 4 日

参考文献　 熊本新聞：明治 20 年 1 月 4 日号、1月 13 日号～ 2月 1日号、2月 8日号、2月 22 日号～ 2月 24 日
号、3月 12 日号　鎮西日報：明治 20 年 1 月 7 日号、2月 13 日号～ 2月 20 日号　佐賀新聞：明治
20 年 1 月 7 日号～ 1月 14 日号、2月 19 日号　防長新聞明治 20 年 3 月 3 日号『教育報知』第 55 号
（東京教育社、明治 20 年 2 月 19 日） 『東町郷土史』「年表」（東町郷土史編さん委員会、平成 4年 3
月 31 日） 『大分県共立教育会雑誌』第 27 号（大分県共立教育会、明治 20 年 4 月 26 日）
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県
に
も
出
張
あ
り
て
そ
の
学
事
の
有
様
を
一
覧
せ
ら
れ
た
し
、
と
請
求
せ
ら
れ
た
り

と
い
ふ
」
の
記
事
か
ら
、
尋
常
師
範
学
校
長
の
依
頼
に
よ
り
予
定
外
の
沖
縄
巡
視
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
月
六
日
沖
縄
に
到
着
し
た
森
は
、尋
常
師
範
学
校
・

中
学
校
・
小
学
校
等
を
巡
視
し
、
古
波
蔵
村
練
兵
場
に
て
激
し
い
降
雨
の
中
、
各
学

校
生
徒
の
運
動
会
を
視
察
。
そ
の
後
、
那
覇
の
本
願
寺
出
張
所
に
教
育
関
係
者
を
召

集
し
て
演
説
し
、
こ
の
中
で
女
子
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る㉓
。
沖
縄
の

尋
常
小
学
校
女
子
生
徒
数
は
、
明
治
一
九
年
度
僅
か
六
七
名㉔
で
あ
っ
た
の
が
、
翌
年

度
に
は
五
七
五
名㉕
に
激
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
の
演
説
が
沖
縄
の
女
子
教
育
の

発
展
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
二
月
九
日
沖
縄
を
出
航
し
た
森
は
、
一
端
鹿
児
島
に
着
し
、
そ
れ
よ
り
安

治
川
丸
に
て
長
崎
に
向
か
い
、
同
一
三
日
入
崎
し
て
い
る
。
一
六
日
午
後
時
津
に
向

か
い
出
発
す
る
ま
で
の
二
日
半
の
間
に
、
図
―
2
に
示
す
通
り
多
く
の
学
校
を
巡
視

し
、
時
津
を
経
て
大
村
、
諫
早
、
島
原
に
投
宿
し
な
が
ら
、
一
九
日
熊
本
百
貫
石
へ

入
港
し
た
。
熊
本
で
は
師
範
学
校
教
員
講
習
会
の
模
様
を
一
覧
後
、
教
諭
・
教
員
を

集
め
演
説
を
し
て
、
陸
路
大
分
に
向
か
い
、
途
中
阿
蘇
郡
坂
梨
村
に
投
宿
し
て
坂
梨

小
学
校
を
巡
視
、
二
四
日
に
大
分
に
着
し
て
い
る
。
同
日
尋
常
師
範
学
校
を
巡
視
、

同
校
で
演
説
を
し
て
小
倉
に
向
か
い
、
二
八
日
小
倉
か
ら
下
関
に
入
っ
て
商
業
学
校

を
巡
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
年
山
口
・
石
川
へ
の
巡
視
計
画
が
森
の
父
有
恕
死

去
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
の
で
、今
回
立
ち
寄
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。こ
う
し
て
七
〇

日
間
に
及
ぶ
九
州
地
方
へ
の
巡
視
を
終
え
、
三
月
一
日
薩
摩
丸
に
て
出
航
、
三
月
四

日
帰
京
し
て
い
る
。

森
は
、
九
州
地
方
各
地
で
県
内
・
郡
内
・
校
内
の
学
事
報
告
を
、
知
事
・
郡
区
長
・

校
長
か
ら
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
の
地
方
に
於
て
も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
、
九
州
地
方
へ
の
学
事
巡
視
に
つ
い
て
行
程
の
検
討
を
行
っ
た
。

四
．
福
島
・
宮
城
地
方
及
び
北
陸
・
近
畿
地
方
へ
の
学
事
巡
視

明
治
二
〇
年
六
月
一
六
日
か
ら
六
月
二
六
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
福
島
・
宮
城

地
方
へ
の
学
事
巡
視
に
つ
い
て
は
、
公
文
書
で
は
奥
羽
六
県
と
北
海
道
に
な
っ
て
い

る
が㉖
、
公
務
の
都
合
に
よ
り
福
島
と
宮
城
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
巡
視
に
は
秘
書
官

木
場
貞
長
が
随
行
し
、
彼
の
命
に
よ
り
木
村
匡
属
官
が
「
文
部
大
臣
学
事
巡
視
随
行

私
記
」
を
記
し
、
そ
れ
が
『
大
日
本
教
育
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た㉗
。
こ
れ
を
基
に

行
程
図
を
図
―
3
に
表
し
た
。
詳
細
は
前
掲
「
文
部
大
臣
学
事
巡
視
随
行
私
記
」
に

あ
る
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
が
、
第
二
高
等
中
学
校
用
地
検
分
に
関
し
て
の
み
述

べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

明
治
二
〇
年
六
月
一
八
日
仙
台
に
到
着
し
た
森
は
、
翌
一
九
日
に
か
け
て
第
二
高

等
中
学
校
建
設
候
補
地
で
あ
る
長
町
村
字
根
岸
・
山
田
原
村
字
臺
ノ
原
・
花
京
院
通
・

片
平
町
を
視
察
し
て
い
る
。
こ
の
内
片
平
町
が
選
定
さ
れ
、
前
掲
第
三
高
等
中
学
校

と
同
様
の
報
告
書
が
、
明
治
二
十
一
年
七
月
三
十
日
付
で
森
か
ら
総
理
大
臣
黒
田
清

隆
へ
提
出
さ
れ
て
お
り
、
文
末
欄
外
に
「
九
月
一
二
日
総
理
大
臣
差
免
了
」
の
書
き

込
み
が
な
さ
れ
て
い
る㉘
。
森
は
、
次
節
で
扱
う
奥
羽
地
方
へ
の
学
事
巡
視
の
際
、
再

度
片
平
町
を
訪
れ
第
二
高
等
中
学
校
建
築
現
場
を
視
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
の

北
陸
・
近
畿
地
方
へ
の
学
事
巡
視
に
於
て
も
、
金
沢
で
第
四
高
等
中
学
校
の
用
地
検

分
を
行
っ
て
い
る
。
森
は
大
臣
就
任
当
初
、
全
国
に
五
ヶ
所
の
大
学
校
と
こ
れ
を
総

轄
す
る
一
の
大
学
を
東
京
に
設
け
る
構
想
を
持
ち
、
大
学
条
例
と
し
て
内
閣
に
上
程

し
た
も
の
の
、
五
大
学
校
に
関
す
る
条
目
は
財
政
上
の
理
由
で
却
下
さ
れ
た㉙
。
森
自

ら
高
等
中
学
校
用
地
検
分
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
高
等
中
学
校
の
例
に
も
あ

る
よ
う
に
広
大
な
用
地
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
将
来
こ
れ
ら
の
高
等
中
学

校
を
五
大
学
校
に
昇
格
さ
せ
る
構
想
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
、
明
治
二
〇
年
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一
月
三
〇
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た

北
陸
・
近
畿
地
方
へ
の
学
事
巡
視
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
時
も
木
村
匡
属
官
が
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随
行
し
「
文
部
大
臣
学
事
巡
視
随
行
日
記
」
を
記
し
、

一
一
月
一
五
日
ま
で
に
つ
い
て
は
『
教
育
報
知
』
に

掲
載
さ
れ
た㉚
。
こ
れ
を
基
に
、
そ
の
後
一
六
日
か
ら

三
〇
日
ま
で
に
つ
い
て
は
各
地
方
新
聞
及
び
雑
誌

か
ら
の
史
料
を
加
え
、
全
行
程
を
図
―
4
に
表
し

た
。
詳
細
は
前
掲「
文
部
大
臣
学
事
巡
視
随
行
日
記
」

に
あ
る
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
が
、
一
一
月
一
六

日
か
ら
三
〇
日
に
つ
い
て
、
図
―
4
の
矢
印
に
沿
っ

て
補
足
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

森
は
、
一
一
月
一
六
日
和
歌
山
を
発
っ
て
大
阪
に

向
か
い
、
岸
和
田
小
学
校
を
巡
視
、
堺
よ
り
阪
堺
鉄

道
で
大
阪
に
着
し
て
い
る
。
翌
日
第
三
高
等
中
学
校

を
巡
視
後
、
神
戸
に
入
り
神
戸
商
業
学
校
・
神
戸
小

学
校
・
尋
常
師
範
学
校
を
訪
ね
、
一
八
日
午
後
京
都

に
向
け
三
宮
を
出
発
し
て
い
る
。
翌
日
京
都
府
尋
常

中
学
校
で
、
郡
区
長
・
常
置
委
員
・
学
校
職
員
に
演

説
を
な
し
、
二
〇
日
馬
車
に
て
大
津
へ
入
り
、
汽
船

に
乗
り
換
え
て
長
浜
に
着
し
、
同
日
大
垣
に
向
か
っ

た
。
二
二
日
に
は
岐
阜
県
庁
に
於
て
郡
長
及
び
県
会

常
置
委
員
に
演
説
を
行
っ
て
、
そ
の
日
の
内
に
名
古

屋
に
入
っ
て
い
る
。
翌
二
三
日
は
、
県
庁
差
し
回
し

の
馬
車
に
て
名
古
屋
市
街
各
学
校
の
巡
視
を
行
い
、

師
範
学
校
で
は
郡
長
・
県
会
議
員
に
演
説
し
、
夕
刻

博
物
館
に
て
知
事
の
招
待
に
よ
る
宴
会
に
出
席
し

て
い
る
。
翌
日
は
、
七
間
町
の
高
等
小
学
校
を
巡
視

し
、
鎮
台
に
至
り
第
六
聯
隊
営
舎
及
び
練
兵
を
一
覧

「図－ 3」　森有礼の学事巡視行程図（Ⅲ）
福島・宮城地方（第 2地方部）

1887 年（明治 20）6 月 16 日～ 6月 26 日

参考文献　木村匡「文部大臣学事巡視随行私記」（『新修森有礼全集』第 2巻　文泉堂、1997 年）
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し
て
、
午
後
医
学
校
を
巡
視
、

同
校
に
区
内
各
小
学
校
教
員

を
集
め
て
教
授
方
に
つ
き
演

説
を
し
て
い
る
。二
五
日
前
ヶ

須
に
至
り
、
小
学
校
生
徒

二
四
〇
余
名
の
隊
列
運
動
を

一
覧
し
て
大
満
足
し
た
森
は
、

生
徒
一
同
へ
賞
詞
に
加
え
賞

与
二
〇
円
を
贈
っ
て
い
る
。同

日
前
ヶ
須
を
出
て
桑
名
に
着

し
、翌
二
六
日
桑
名
郡
高
崎
小

学
校
を
一
覧
、そ
の
後
四
日
市

に
於
て
三
重
郡
第
一
高
等
小

学
校
を
視
察
し
、
津
に
到
着
。

二
七
日
市
街
の
各
学
校
を
巡

視
し
、三
重
県
会
議
事
堂
で
演

説
。二
八
日
松
坂
を
経
て
午
後

山
田
へ
着
し
、高
等
小
学
校
巡

視
後
、伊
勢
神
宮
を
参
拝
し
て

所
謂
「
伊
勢
神
宮
不
敬
事
件
」

が
起
こ
っ
た
。翌
二
九
日
津
水

上
警
察
御
用
船
に
て
二
見
ケ

浦
か
ら
四
日
市
へ
向
か
い
、四

日
市
で
名
古
屋
丸
に
乗
船
し

て
四
〇
日
間
の
巡
視
旅
行
を

終
え
、
三
〇
日
帰
京
し
て
い

「図－ 4」　森有礼の学事巡視行程図（Ⅳ）
北陸・近畿地方（第 3地方部）

1887 年（明治 20）10 月 19 日～ 11 月 30 日

参考文献　 木村匡「文部大臣学事巡視随行日記」（『新修森有礼全集』第 2巻　文泉堂、1997 年）『新修森有礼
全集』第 2巻「教育二（演説）」456 頁　朝日新聞：明治 20 年 11 月 18 日号、11 月 19 日号、11 月
22 日号　金城新報：明治 20 年 11 月 23 日号～ 29 日号『教育時論』第 94 号（開発社、明治 20 年 11
月 25 日号）、第 96 号　明治 20 年 12 月 25 日号　伊勢新聞：明治 20 年 11 月 29 日号～ 12 月 3 日号
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る
。以

上
、
福
島
・
宮
城
地
方
及
び
北
陸
・
近
畿
地
方
へ
の
学
事
巡
視
に
つ
い
て
、
補

足
説
明
を
行
っ
た
。
次
節
で
は
、
最
後
の
長
期
学
事
巡
視
と
な
っ
た
奥
羽
地
方
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。

五
、
奥
羽
地
方
へ
の
学
事
巡
視

明
治
二
一
年
一
〇
月
四
日
か
ら
一
一
月
六
日
ま
で
、
三
四
日
間
を
か
け
て
奥
羽
地

方
を
一
周
す
る
形
で
実
施
さ
れ
た
こ
の
巡
視
に
は
、
東
京
教
育
社
社
長
日
下
部
三
之

介
が
随
行
し
、
そ
の
随
行
記
「
文
部
大
臣
巡
視
紀
事
」
が
『
教
育
報
知
』
に
四
回
連

載
さ
れ
た㉛
。
日
下
部
は
、
当
初
全
行
程
随
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
途
中
一
〇
月

一
三
日
盛
岡
ま
で
で
帰
京
し
て
い
る
。
ま
た
『
新
修
』
は
、
当
時
秘
書
官
と
し
て
随

行
し
た
中
川
元
の
「
奥
羽
方
面
随
行
記
録32
」
を
収
録
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、

手
帳
に
メ
モ
程
度
に
巡
視
地
が
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
、
青
森
・
秋
田
・
山
形
に
つ

い
て
は
巡
視
学
校
名
等
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
各
訪
問
先
の
地
方
新

聞
を
中
心
に
資
史
料
類
か
ら
の
情
報
を
前
掲
史
料
に
加
え
、
図
―
5
を
作
成
し
た
。

こ
の
図
の
矢
印
に
沿
っ
て
行
程
を
め
ぐ
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。な
お
、一
〇
月
一
三

日
ま
で
は
日
下
部
の
前
掲
書
に
詳
細
な
記
録
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
省
く
こ
と
と

す
る
。

明
治
二
一
年
一
〇
月
一
四
日
青
森
県
に
向
け
盛
岡
を
出
発
し
た
森
一
行
は
、
北
岩

手
郡
沼
宮
内
駅
に
着
し
、
北
岩
手
高
等
小
学
校
及
び
沼
宮
内
尋
常
小
学
校
を
巡
視
し

て
一
戸
に
投
宿
。
翌
日
、
三
戸
小
学
校
を
視
察
し
て
八
戸
に
泊
ま
り
、
一
六
日
は
七

戸
泊
、
一
七
日
は
青
森
に
向
か
う
途
中
野
辺
地
小
学
校
を
巡
視
、
青
森
入
り
し
て
議

員
十
数
名
と
面
談
し
て
い
る
。
一
八
日
尋
常
中
学
校
・
尋
常
師
範
学
校
・
青
森
小
学

校
等
を
巡
視
し
て
、
翌
日
弘
前
に
入
り
、
弘
前
高
等
小
学
校
を
巡
視
し
て
同
地
に
投

宿
。
二
〇
日
は
弘
前
の
小
学
校
六
校
連
合
の
運
動
会
に
臨
席
し
て
、
秋
田
県
大
館
に

泊
ま
り
、
能
代
、
秋
田
と
進
ん
で
、
二
三
日
に
は
同
所
で
尋
常
師
範
学
校
・
尋
常
中

学
校
の
巡
視
を
行
っ
て
、
翌
日
師
範
学
校
・
尋
常
中
学
校
・
各
小
学
校
生
徒
大
凡
三
千

名
に
よ
る
大
運
動
会
に
臨
席
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
六
郷
、
湯
沢
、
新
庄
、
酒
田
、

鶴
岡
、
尾
花
沢
と
進
ん
で
、
一
〇
月
三
一
日
山
形
に
向
か
う
途
中
、
天
童
高
等
尋
常

小
学
校
を
訪
れ
演
説
を
し
、
山
形
に
着
し
て
千
歳
公
園
亀
松
閣
に
投
宿
し
て
い
る
。

翌
日
尋
常
師
範
学
校
・
尋
常
中
学
校
を
巡
視
、
県
会
議
事
堂
で
演
説
を
し
て
、
亀
松

閣
で
有
志
の
饗
応
を
受
け
て
い
る
。
一
一
月
三
日
米
沢
、
四
日
福
島
と
進
ん
で
、
六

日
奥
羽
地
方
一
周
の
巡
視
旅
行
か
ら
帰
京
し
て
い
る33
。

こ
の
奥
羽
地
方
へ
の
巡
視
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
森
が
尋
常
中
学
校
長
の
人
事
に

深
く
関
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
事
で
あ
る
。『
青
森
県
教
育
史
』
に
よ
る
と
、

森
が
青
森
県
尋
常
中
学
校
を
視
察
し
た
明
治
二
一
年
一
〇
月
一
八
日
、
同
校
は
県
属

関
輪
正
路
校
長
以
下
教
諭
が
一
人
も
な
く
、
助
教
諭
一
人
、
書
記
二
人
、
雇
教
員
六

人
で
あ
っ
た
。
同
年
一
二
月
二
日
関
輪
校
長
は
依
頼
退
職
と
な
り
、
同
月
二
五
日
県

属
脇
坂
照
正
が
校
長
事
務
取
扱
い
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
森
文
部
大
臣
の
示
唆
に
よ

る
も
の
と
憶
測
さ
れ
る
と
し
て
い
る34
。
中
川
元
の
前
掲
書
に
は
、
尋
常
中
学
校
を
巡

視
し
た
翌
一
〇
月
一
九
日
の
欄
に
「
弘
前
泊
、
勧
告
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
勧
告
」
と
は
、或
い
は
関
輪
校
長
に
辞
職
勧
告
を
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
が
、
一
二
月
の
依
頼
退
職
と
い
う
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
森
有
礼
の
長
期
学
事
巡
視
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
行
程
を
詳

細
に
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
、
且
つ
森
の
言
動
と
周
囲
の
状
況
の
中
に
、
森

が
意
図
し
た
事
を
探
る
試
み
を
し
た
。
こ
こ
で
更
に
、
森
の
学
事
巡
視
全
般
に
わ
た

る
特
徴
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。

先
ず
出
発
に
当
た
っ
て
の
見
送
り
は
、
文
部
省
の
次
官
・
会
計
局
長
・
参
事
官
・



六
五

森
有
礼
の
学
事
巡
視

209

「図－ 5」　森有礼の学事巡視行程図（Ⅴ）
奥羽地方（第 2地方部）

1888 年（明治 21）10 月 4 日～ 11 月 6 日

参考文献： 日下部三之介「文部大臣巡視紀事」（『教育報知』第 140 号　明治 21 年 10 月 13 日号～ 143 号　明治
21 年 11 月三日号）中川元「奥羽方面随行記録」（『新修森有礼全集』第 2巻　文泉堂、1997）年　
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書
記
官
・
視
学
官
及
び
学
校
関
係
者
数
名
等
で
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
こ
れ
は
、
虚

飾
を
嫌
う
森
の
性
格
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う35
。
ま
た
文
部
大
臣
時
代
の
随
行
者

は
、
秘
書
官
・
地
方
部
担
当
視
学
官
・
属
官
数
名
及
び
森
の
家
従
数
名
、
護
衛
と
し

て
警
部
・
巡
査
数
名
等
総
勢
十
数
名
で
あ
る
。

森
は
、
大
抵
の
府
県
に
於
て
尋
常
師
範
学
校
及
び
尋
常
中
学
校
を
優
先
し
て
巡
視

し
て
お
り
、
加
え
て
女
学
校
・
小
学
校
、
或
い
は
監
獄
・
鎮
台
等
そ
の
巡
視
先
は
広

範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
巡
視
の
途
次
、
各
地
で
知
事
・
郡
区
長
・
学
務
委
員
・

戸
長
・
校
長
・
教
員
等
を
集
め
て
演
説
を
行
っ
て
お
り
、
長
時
間
に
及
ぶ
大
演
説
も

あ
れ
ば
、
巡
視
先
の
学
校
に
於
て
一
〇
分
ば
か
り
の
諭
示
も
あ
り
、
途
中
停
車
駅
で

関
係
者
へ
の
訓
諭
を
行
う
場
合
等
、
其
の
形
態
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、

知
事
・
校
長
等
に
該
地
の
学
事
状
況
を
報
告
さ
せ
て
い
る
。
更
に
、
各
地
で
各
学
校

集
合
し
て
の
大
運
動
会
に
も
臨
席
し
て
い
る
。
森
は
師
範
学
校
に
兵
式
体
操
を
導
入

し
た
が
、
中
学
校
や
小
学
校
で
も
そ
れ
を
取
り
入
れ
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
集
団
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
学
校
対
抗
競
技
の
大
運
動
会
を
奨
励
し
た
。
こ
こ
に
は
、

学
校
対
抗
に
よ
り
愛
校
心
を
育
て
、
ひ
い
て
は
国
民
国
家
を
見
据
え
て
愛
国
心
を
育

成
す
る
と
い
う
森
の
意
図
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
運
動
会
に
は
各
地
で

見
物
人
が
多
数
集
ま
っ
て
お
り
、
教
育
の
場
と
国
民
側
が
一
体
感
を
持
て
る
機
会
と

な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
図
―
1
〜
5
に
示
す
よ
う
に
、
目
的
地
に
向
か
う
途
次
、
沿
道
の
小
学
校

へ
立
ち
寄
り
巡
視
を
し
な
が
ら
行
程
を
進
め
て
い
る
の
が
各
地
で
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
学
事
巡
視
を
通
し
て
全
国
に
教
育
普
及
の
啓
蒙
を
図
ろ
う
と
し
た
意
志
の

現
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
巡
視
先
各
地
で
宴
会
の
饗
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。
森
は

強
行
な
巡
視
日
程
に
も
拘
わ
ら
ず
大
抵
の
招
待
に
は
応
じ
て
お
り
、
各
地
有
識
者
と

の
積
極
的
な
交
流
を
図
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

森
文
政
期
に
於
け
る
学
事
巡
視
は
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
格
段
と
組
織
化
さ
れ
、
森

を
ト
ッ
プ
と
し
て
、
視
学
官
、
更
に
現
場
の
教
員
と
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
構
想
の
上

に
実
施
さ
れ
た
。
明
治
一
四
年
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
の
自
由
民
権
運
動
の
実
態
把

握
を
目
的
と
し
た
も
の
と
は
異
な
り
、
各
地
の
実
態
を
調
査
す
る
と
共
に
、
諸
学
校

令
並
び
に
そ
れ
に
関
す
る
細
則
な
ど
に
つ
い
て
示
諭
し
、
国
民
国
家
の
形
成
を
見
据

え
て
教
育
普
及
の
啓
蒙
を
図
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
中
で
、
森
自
ら
が
全
国
を
め
ぐ
り

歩
い
て
の
学
事
巡
視
は
、
他
の
文
相
時
代
に
は
類
を
見
な
い
際
だ
っ
た
特
徴
と
言
え

よ
う
。
近
代
教
育
制
度
が
確
立
期
へ
向
か
う
過
程
に
あ
っ
て
、
地
方
教
育
現
場
に
与

え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
視
学
官
制
度

は
、
森
没
四
年
後
の
明
治
二
六
年
一
〇
月
、
文
部
省
官
制
の
改
正
に
よ
り
視
学
官
を

廃
し
て
参
事
官
が
学
事
視
察
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
は
、
森
有
礼
の
長
期
学
事
巡
視
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
行
程
を
詳

細
に
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
が
、
宮
崎
県
・
広
島
県
内
の
動
き
に
つ
い
て

は
殆
ど
わ
か
ら
ず
、
大
和
地
方
（
奈
良
県
）・
秋
田
県
・
山
形
県
・
鹿
児
島
県
に
つ
い

て
も
十
分
な
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
今
後
更
に
詳
細
な
調
査
が
必
要

で
あ
る
。

北
は
青
森
か
ら
南
は
沖
縄
に
至
ま
で
に
及
ん
だ
森
の
学
事
巡
視
は
、
当
時
の
交
通

事
情
を
加
味
す
る
と
、
揺
る
ぎ
な
い
理
念
、
強
靱
な
精
神
力
が
な
け
れ
ば
決
し
て
実

行
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
出
来
て
い
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

注①　
明
治
十
七
年
五
月
〜
明
治
二
二
年
二
月

②　

こ
の
内
、
明
治
一
八
年
一
〇
月
二
一
日
〜
一
一
月
五
日
の
新
潟
県
へ
は
、
明
訓
学
校

開
校
式
出
席
と
同
校
維
持
資
本
金
等
に
関
す
る
諮
問
、新
潟
県
有
志
教
育
会
と
の
懇
談

に
付
き
、
本
稿
で
の
検
討
か
ら
省
く
。

③　

森
有
礼
﹇
著
﹈
大
久
保
利
謙
監
修  

上
沼
八
郎
・
犬
塚
孝
明
編
『
新
修
森
有
礼
全
集
』

一
〜
五
巻　

別
巻
一
〜
三
（
文
泉
堂
、
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
五
年
）

④　

森
有
礼
﹇
著
﹈
大
久
保
利
謙
編
『
森
有
礼
全
集
』
一
〜
三
巻
（
宣
文
堂
、一
九
七
二
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森
有
礼
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年
）

⑤　
『
文
部
省
第
十
三
年
報
（
明
治
十
八
年
分
）』「
本
省
事
務
」
二
頁　

⑥　

前
掲
書
「
全
国
教
育
」
四
三
頁

⑦　

鈴
木
博
雄「
文
部
省
視
学
官
の
学
事
視
察
に
関
す
る
一
考
察
―
初
代
文
部
省
視
学
官

中
川
元
の
巡
視
日
記
を
手
掛
り
と
し
て
―
」
六
十
四
頁
（『
筑
波
大
学
教
育
学
系
論
集
』

第
一
号　

筑
波
大
学
教
育
学
系
、
一
九
七
七
年
）

⑧　
『
文
部
省
第
十
三
年
報
（
明
治
十
八
年
分
）』「
全
国
教
育
」
四
三
頁

⑨　

鈴
木
博
雄　

前
掲
書　

六
十
七
頁

⑩　
『
大
日
本
教
育
会
雑
誌
』
第
七
巻　

第
四
五
号
「
論
説
」
三
頁
（『
近
代
日
本
教
育
資

料
叢
書　

史
料
篇
一
』
宣
文
堂
、
一
九
六
九
年
）

⑪　
『
全
集
』
第
一
巻
二
一
八
頁
に
は
「
四
月
九
日
東
京
出
発
」
と
あ
り
、犬
塚
孝
明
『
森

有
礼
』
も
同
日
を
出
発
日
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
立
公
文
書
館
『
公
文
録
明
治

一
八
年
』
に
は
、明
治
一
八
年
四
月
八
日
付
で
「
参
事
院
議
官
文
部
省
御
用
掛
森
有
礼

儀
学
事
巡
視
ノ
為
メ
・
・
・
今
八
日
発
程
候
条
此
旨
上
申
候
也
」
と
な
っ
て
い
る
。
更

に
、
読
売
新
聞
明
治
一
八
年
四
月
一
〇
日
号
「
一
昨
日
東
京
を
出
発
せ
ら
れ
ま
し
た
」

の
記
事
か
ら
、
拙
稿
で
は
四
月
八
日
を
出
発
日
と
し
た
。

⑫　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
書
』「
公
文
別
録
・
文
部
省
・
明
治
一
五
年
〜
明
治
一
八

年
」
こ
の
電
文
は
「
四
月
十
二
日
神
戸
発
」
と
あ
り
、
船
は
神
戸
に
着
岸
、
そ
れ
よ
り

大
阪
入
り
し
た
も
の
と
考
察
す
る
。

⑬　
『
新
修
』
第
三
巻
「
書
翰
一
」
一
八
四
頁

⑭　
「
北
濱
校
」「
道
修
校
」「
愛
敬
女
学
校
」「
愛
珠
幼
稚
園
」
の
四
校
で
あ
る
。

⑮　

大
阪
公
文
書
館
所
蔵
「
愛
珠
幼
稚
園
所
蔵
文
書
6
」「
学
乙
第
一
五
七
号
」

⑯　

熊
本
新
聞　

明
治
二
〇
年
一
月
一
三
日
号

⑰　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
書
』「
公
文
雑
纂
・
明
治
一
九
年
」

⑱　
『
全
集
』
第
一
巻　

二
二
〇
頁
〜
二
二
二
頁

⑲　

鎮
西
日
報　

明
治
二
〇
年
一
月
七
日
号

⑳　
『
新
修
』
第
二
巻
「
文
部
大
臣
学
事
巡
視
随
行
日
記
」
六
二
一
頁

㉑　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
書
』「
公
文
雑
纂
・
明
治
二
一
年
・
第
三
五
巻
・
文
部

省
、
農
商
務
省
」

㉒　

佐
賀
新
聞　

明
治
二
〇
年
一
月
七
日
号

㉓　
『
新
修
』
第
二
巻
「
教
育
二
（
演
説
）」
三
六
一
頁

㉔　
『
文
部
省
第
十
四
年
報
（
明
治
十
九
年
分
）』「
明
治
十
九
年
学
事
統
計
表
」
六
七
頁

㉕　
『
文
部
省
第
十
五
年
報
（
明
治
二
十
年
分
）』「
明
治
二
十
年
学
事
統
計
表
」
一
〇
五

頁
㉖　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
書
』「
公
文
雑
纂
・
明
治
二
〇
年
」

㉗　

前
掲
『
大
日
本
教
育
会
雑
誌
』
第
五
九
号
・
第
六
一
号
・
第
六
二
号
・
第
六
五
号

㉘　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
書
』「
公
文
雑
纂
・
明
治
二
一
年
・
第
三
五
巻
・
文
部

省
、
農
商
務
省
」

㉙　

厳　

平
『
三
高
の
見
果
て
ぬ
夢
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
二
三
八
頁

㉚　
『
教
育
報
知
』（
東
京
教
育
社
、明
治
一
八
年
四
月
〜
明
治
三
七
年
五
月
）
第
一
二
四

号
・
第
一
二
五
号
・
第
一
二
六
号
・
第
一
二
七
号
・
第
一
二
九
号
・
第
一
三
〇
号
・
第

一
三
二
号
・
第
一
三
三
号
・
第
一
三
九
号
・
第
一
四
一
号
・
第
一
四
二
号
・
第
一
四
四

号
㉛　

前
掲
書　

第
一
四
〇
号
〜
第
一
四
三
号

32　
『
新
修
』
第
二
巻
「
教
育
二
（
演
説
）」
六
四
九
頁

33　

一
一
月
四
日
、
五
日
、
六
日
に
つ
い
て
は
、
中
川
元
「
奥
羽
方
面
随
行
日
記
」
に
は

一
二
月
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
教
育
報
知
』
第
一
四
四
号
（
明
治
二
一
．

一
一
．
一
〇
）
に
「
文
部
大
臣
の
帰
京
＝
嘗
て
学
事
巡
視
と
し
て
奥
羽
地
方
へ
出
張
せ

ら
れ
た
る
文
部
大
臣
は,

去
る
六
日
服
部
参
事
官
相
楽
視
学
官
中
川
秘
書
官
其
他
と

共
に
恙
な
く
帰
京
せ
ら
れ
た
り
」
と
あ
り
、
文
部
省
第
一
六
年
報
（
明
治
二
一
年
分
）

に
は
中
川
元
に
一
二
月
に
福
島
へ
出
張
を
命
じ
た
記
録
が
な
く
、一
一
月
で
あ
る
と
判

断
す
る
。

34　

青
森
県
教
育
史
編
集
委
員
会
『
青
森
県
教
育
史
』
第
一
巻　

記
述
篇
1 

一
〇
〇
三

頁
（
青
森
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
二
年
）

35　
『
新
修
』
第
二
巻
「
文
部
大
臣
学
事
巡
視
随
行
記
録
」
五
九
二
頁

（
本
学
大
学
院
科
目
等
履
修
生
）


